
 

 

 

 2022年前半の新聞記事や雑誌から、いくつかの有益な記事を拾い集めました。原稿は 2月 14日の分中心ですが、いくつかの最新の記事も載せています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ASSETS OF OUR LIVES 2022年 7月 28日 第 36巻 14号 ≪確かな知識や教養を身につけ・豊かな心を育て・充実した人生を‼≫  

【下】テレビでもよく見かける斎藤文男先生は、

森が学生だった５０年前に習った九州大学の法

律の先生です。まだ元気みたいですね（笑）。こ

れまでも世界中で何度も述べられている事なの

ですが「物事を深く議論しないで、少数者の意

見は無視しようとする多数決は、本当の民主主

義とは言えない」という意見で、最近の自民党

による、国会でまともな議論をしようとしない

で野党を無視する国会の運営の仕方に対する批

判の意見です。故安倍氏に責任があるのです。 

人間の体にある色々な臓器の頑張りについて、心臓や肝臓や肺や胃などの個々の臓器を、一人の「男」として仮想して、臓器の頑張りを訴えた「詩」で

す。個々の人間は不平を言ったり愚かな行為をしますが、「個々の臓器」は懸命に、一つも不満を述べず、頑張り続けています。作者からのメッセージは、 

コロナ禍や酷暑の夏の厳しい生活の中であっても、「自分の体の一つ一つの部分を大切にして、日々を過ごしましょう」というものです。 
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【下】「源氏物語」は世界中で読まれている恋愛小説です。1000年前の本ですので、

ザビエル以降、ヨーロッパでも一部の知識人には読まれていたことでしょうが、広く

誰でも読めるようになったのは下記の「末松謙澄」さんが、英語に訳されて出版をさ

れたからなのです。まさしく偉大な日本人による「偉業」だと思います。 

【下】タリバンがアメリカとの戦争

に勝って今のアフガニスタンを支配

する様になりました。女性の地位が

下がる危機に瀕しています。 

【下】眞子さんをもっと尊重してあげるべきだとい

うＮＥＷＳＷＥＥＫの記事です。森も賛成です。 

 現代が学べる 志 成 館 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【上】ノーベル物理学賞を受賞された真鍋さんの研究の出

発点の記事です。将来地球環境が破壊される時代が来るとい

う予言が、真鍋さんが生きている間に生じてしまいました。

その結果真鍋さんは幸運にも存命中に受賞されたのです。遠

い将来起こるであろうと考えておられたことが、すでに起こ

ってしまったという地球にとっては悲劇的なことなのです。 

さらに残念なことは、彼みたいな優秀な科学者の大半が「日

本に戻って研究するつもりはない」と明言されているという

事です。菅総理そして岸田総理と続く「日本学術会議の任命

拒否問題」に代表されるように、この国の指導者、政治家、

企業家の多くが「お金儲けにならない科学の価値」を認めよ

うとしないのです。アメリカと同じになってしまったので 

す。日本沈没を森が憂えるのがわかって頂けると思います。 

【下】はやり（＝流行）を追うんじゃないよ!! 

というのが真鍋さんからのあなた達へのメッセージです。今の

若い世代は流行を追って、人に遅れまいとしている愚か者ばか

りだということです。そのような人たちは、本当に価値がある 

研究はできないという警告です。 

 

【上】【下】欧米や日本そして中国の経済システムである

「資本主義経済」の仕組みは、人間が生きていくた

めに一番大切な「食べ物」の流れの仕組みを知れば

よく理解できという本です。志成館に置いています。

しかしそもそも人間は生きるための食べ物を求めて闘争を

繰り返してきたのであり、その流れを知るということは必

然的に「人類史」を知ることになります。このような歴史

観を「史的唯物論」ないし「弁証法的唯物論」と呼び、カ

ール・マルクスが「資本論」などで述べている事なので

す。大学生になったら資本論、それも第１巻だけでも十分

ですから、是非とも読んで、アメリカ合衆国の真の姿、そ

して中国が目指す社会を知ってください。「なるほどそう 

いうことだったのか」とカール・マルクスの視点のすごさに

感心しますよ。（笑）。 

【下】安倍晋三政権は民主主義国日本を破壊してきました。経済も

社会システムも「ほんの一部のお金持ちだけが得をする日本」に変

えてしまったのです。テレビや新聞でそのことが知らされないの

は、テレビ局も新聞社も自民党と同じお金持ちで、民主主義が破壊

されればその分だけ自分たちに有利な社会になり、儲かり独裁政治

ができる政権になるからです。国会では野党がいろいろと批判して

いるのですが、残念ながらそれはテレビでは放送されません。そん

な中、「弱い者いじめをし続けた安倍政権」が誕生する前にはテレ

ビにたびたび登場して、自由と民主主義と社会的弱者を大切にしよ

うとした、気骨ある（きこつ＝自分の信念を通す人）ジャーナリス

トの内橋克人さんが亡くなられたという記事です。日本にはこの

ような立派な人たちもたくさんいることを知ってください。彼の本 

は今「もう一つの日本は可能だ」という題名で、志成館の本立て

に置いてあります。彼の本業は「経済学者」です。 
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【下】いじめ、ブラック校則、部活問題についての記事

は、今後もＡＳＳＥＴＳに載せ続けます。早い話が、学

校を運営している文部科学省や地方の教育委員会などが

まともな仕事をしていないということです。 


